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正員　小　沢　尚　介
＊

　 正員　弓　 削　　 篤
＊

正員 三 浦 冨 士 雄
＊

正 員 須 藤 正 信
＊

Lunching 　Gf 　the　Antarctic　Observation　Ship

By 　Naosuke 　Ozawa ，　 Member 　 Atsushi　 Yiuge，ルfember

　　 Fujio　Miura
，
　 Me 励 ¢ ア　　 Masanobu　Sudo，轆 祕 2γ

Summary

　The 　new 　Antarctic　 Observation　 Ship　 has　certain 　 features　 such 　as 　 a　semicircular 　bottom 　
and

　
a

large　lunching　weight 　considering 　the 　hull　scantling ．

　To 　enable 　the 　lunching　of 　this　 vessel 　 to　 be　 successfully 　 carried 　out
，　the 　 lunching 　berth　 was

extended 　some 　40　M 　into　the 　sea 　and 　this　was 　accomplished 　by　using 　6 旦aoting 　 tanks ，　 which

operated 　on 　steel 　balls．　 We 　summerize 　here　about 　the 　enforcement 　of 　the　plan 　for　this　vesse1 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　ま　え　が　き

　南極観測船は 船型的に は ，船底は 全般に お 椀型 となつ て お り，また 進水 重 量 は ア イ ス ベ ル ト附近 の 外板に 超厚
板 を 使用 し て い る 等 の 理由に よ り船体寸法 に 比 し て 大 き い 。

　こ の よ うな諸要素が 本船 の 進水に 対 し難か し さ を 与え，そ の 計画並びに 実施に 際し，い ろい ろ の 新しい 経験を

われわれに 要求した o

　結論的に は，進水用固定台は 在来の 地 上 固定台 を 延 長 して 海中に 約 40　rn の 仮設ガ ーダー
を設置 し，且進水用

浮 力 タ ン ク 6 ケ （合 計浮力約 4，5QOT ）を船体 の 前後左右 に

装着し 、 ボ ール 方式 に よ り本年 3月当所 1号船台 に お い て無

事進水した の で あ る 。

　こ こ で は 上 記 の 如き通常の 進水 と い ささか 趣を異に した進

水計画，並び に 進水工 事施工 上 の問題点に ふ れ て諸賢 の こ髭

判を 得た い と考 え る 。

2　進 水 計画 に影響 する本船の 特質

主 要寸法　全長 （飛行甲板後端端ま で ）100，000M

喫水線長

垂線間長 さ

最大巾

喫水線 巾

深 さ （第 1 甲板 ま で）

計 画 喫 水

90．000M90

．000M22

．000M21

．500M11

．800M8

．000M

　船型は第 1図の 正面線図 に 示す如く船底が 極端なお椀型 を

な して お り且前後部 の 船体が フ ァ イ ン で あ る 。 ま た BIL が 大

きい の も本船型 の 特徴 で あ る 。

　こ の よ うな形状の ゆ えに 進水時浮力が仲々 つ か な い と云 う

　 原 稿 受 付 　昭 和 40 年 7 月 9 日
＊

　目本鋼管鶴見造船所
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第 1 図　 正 　面 　線　 図

こ と，船首尾抱台構造に 関連 し て 滑走台 の 長 さ を 十分に 取る こ とが で きない な ど の 諸問題 を提起し てい る。

　進水重量は ク レ ードル を含め て 4
，
620T で あ りこ の 重量 は前記厚板の 使用 と，船殻構造が本船の 使用目的上複

雑で あ る等に よ り，船殻そ の もの の 重 量 が 大 きい こ と と，構造 上 か らも進水時艤装部品 の 相当部分を塔載せ ざ る

を得なか つ た 等 の 理由に よ り，船体寸法に 比 して 通常船舶よ りは ，は る か に 大 きい と云 え る。

3　仮 想 進 水 計 画

　上述 の よ うな種 々 の 問題 を抱えた 進水計画に 影響す る諸要 目の 特質が どの よ うな もの で あ るか を述べ るに 当り

比較 の 意味に お い て ， 今仮りに ご くあ りふ れた船台特性 （傾斜 ， キ ャ ン パ ー
等）を有す る船台に お い て 通常 の 進

水方式 に よ り進水させ る場含を想定 し て 当所 1 号船台 と略同様な要目を有し，且固定台 は 十 分 に 長 く水中に 延び

た 船台に お い て 本船 を進水させ る た め の 試算を行なつ た の で 以下に 記す 。 第 2 図は 上 記仮想船台お よび船体の 据
付状況を 示 す 。

　仮想船台に お け る進水諸要 目

　　キ ール 初期傾斜　　　　　　　 47・2511000　　　 進水台間隙 （巾 900mm 台 2 条） 7．ooM

　　固定台傾斜船首抱台前端　　　　34．50／1000　　　 進水総重量 　　　　　　　　　　4，620T

　　曲率半径　　　　　　　　　　2．330M 　　　　 潮　　 位　　　　　　　　　 1，86M

　　滑走台有効長さ　　　　　　　 59，20M

　こ の よ うな 条件 で 進水 計算を 行 な つ て 得 られ た 進水曲線を 第 3 図に 示 す。

　3−1　船尾浮揚時の 船尾 喫 水

　本船は 前述 の ご と く一般船舶に 比 して船型が やせ 型 で あ り且船体寸法に 比 し進水重量が大きい の で 船尾浮揚 ま

で に約 92、2M の 走行距離 を 必 要 とす る。

経験酌に 見て 本船 の 場合船尾 の 最 大 沈下 は 静的に 考えた 場合よ りも 15M 程度後に 起こ る と考え て十分 で あ ろ

　う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　第 3 図　仮 想船台に 於 け る 進 水 曲線

　 こ の 場合の 本船 の 喫水状態は 次 の ご と し 。

　　前部 （FP ）　 　 　 ・・9・M 　 後音隗 台後端 （船の 喫水）

　　後部 （AP ）　 　 ・… 25・M 　 　 〃 　 （台下 まで ）

　　前部抱台前端 （船の 喫水）　 3．20M 　　　 舵後端

　　　　
tt

　 （台下まで ） 3・9°M 　 船鱇 郷 （AP よ り 4．・M 後）

と きの 船体傾斜は 1f10 で あ る 。

舶 の 進水で は 見 られない極め て きび しい もの で あ る と考え られる。

　3口2 所 要 固 定 台 長

8．71M9

，41M10

．12M10

．62M
船体騒 驟 お ” 硝 瓣 加 1動く甲灘 で の maxよ り嘱 さ1・ ・2．55M 撮 小乾玄繭 ・．・M 、 な り。 の

醍 台 と鮴 と の 雕 謹 水餔 欝   案す濾 極め て 鰍 度 の 高嗹 水 で 劾 ，これ ら嗷 値は 駢 嘲
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　固定台長 さを い くらに す るか は 固定台後端最大圧力，船首沈下量，反 チ ッ ピ ン グ モ ーメ ン ト等を検討して 決定

され る 。

　固定台後端最大圧力の 限界は そ の 固定台の 構造に もよ るが一般に 30T／Mi 以 下 に 押えて い る の が 通例で ある

が こ こ で は 仮に 28TIM2 とすれ ば こ の 場合 の 最小固定台長 は 125　M で あ る 。

　船体の 浮揚 は 滑走距離 131・5M の と きに 起 こ るが，そ の ときの 船の 状態は 次の 如 し，

　　喫水　前部 （FP）　　5・10M 　　　　船首抱台前端 （台下 迄）　 6．02　M

　　　　　後部 （AP ）　 6．51　M 　　　　ト リ ム 　　　　　　　　 1．41　M （傾斜 15．65／1000）
　　 船首抱台前端　　　　5．32M

　 した が つ て 静的船首沈下量を 0 と抑えた場合 の 固定台長 は 131．5M で あつ て ， こ の と きの 固定台端の 水深は

6．02M 以上 が 必 要で ある。

　 また 反 チ ッ ピ ソ グ モ ーメ ン トに 関 して は い ま仮 りに 固定台 長 を 13ユ．5M と す る と 最小反 チ ッ ピ ン グ モ ーPtVF

は 走行距離99・5M で 36・000T −M で あ り，且 重 心 の 固定台端通 過が 船尾 浮揚後約 6．5M の ち で あ り船尾浮場時

に お け る 反 チ ッ ピ ン グ モ ーメ ン トは 74，000T −M で ある 。

　 これらの 点か ら反チ ッ ピ ン グ モ ー
メ ン トに 関 して は 固定台長 が 上 記 131，5M あれば 十分 で あ り問題は ない と考

えられ る。

　上 記進水諸要素 の 検討結果，本船を 進水させ るた め の 進水固定台長は 131．5M 以 上 を 必要 と し ，
こ の ときの 固

定台後端水深は 6．02M 以上なければな らない 。

　 この よ うな諸元を有す る 船台は 現 有施設 で は望 む べ くもな く仮設の 台を増設させ る場合も，これ らの 工事 は 完

全 な る水中作業 と な り延長量が 長 ければ 長い 程 工 事上 の 不 確定要素が 多 くな り ， それだ けで も進水 の 危険性が増

大して くる 。

　以 上 は本船 の 進水 に 際 し予 想 され る 主な問題 点で あ るが これ らの 問題点は それぞれ に 相矛盾 した 形で関連し合
い ，一

般の 船台に お い て 従来 の 進水方式を と る限 り， すべ て の 要素を満足 して 安全 な進水を 計画す る こ と は 極 め

て 困難な こ とで あ る こ とが判る D

　例え ば，水中固定台 の 長 さを 短 くして 船首沈下 を 防止す るた め に 後部に ・ミラ ス トを 塔載して船尾浮揚時の ト リ

ム を大 き くすれ ば 船尾浮揚の 位置を遅らせ 船尾浮揚時 の後部喫水 の 増大，残存乾玄 の 減少，進水台後端圧力の 過
大 な ど前記本船の 進水諸元か ら して 先ず不可能に 近い と云 え よ う。

　また
一
方浮力 タ ン ク 装着 の み で こ の 船首沈下 を解決す る に は船首抱台前端 に おけ る喫水 L7M 以下， ト リ ム

1M 前後 で の 船体浮揚を要求され る 。 平均喫水 2．3M で 仮 りに 4
，
620T の 進水重量 に 相当す る 浮力を 確保す るに

は ， 他の 進水諸元を
一

切考えない で も，長さ 90M 巾 21．8M の 箱型 の 浮力に 相 当 す る こ と と な り，現実的に は

考 え られ ない 。

　この よ うな固定台 の 延長 ， また は 浮力 タ ン ク の 装着い ずれか
一

方の み で の 本船の 進水は 考えられ な い と云 う結

論に達した の で 本船 の 進水実施に お い て は，そ の 諸无 に 不 都合 で な い 程度の 合理 的な固定台延長 ， 浮力タ ン ク 装

着の 両者に よ る 進水計 画 に 着手す る こ と に した 。

　まず水中仮設固定台の 長 さを海底土質 の 状態 ， 水深，布設 工 事の 難易，浮力タ ン ク寸法 の 限界等を 考慮 し て 約
40M と決定 し 以後の 進水計画は すべ て こ の 線に 沿つ て 進 め られ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　進　水　計　画

　 4−1 浮 力 タ ン クの 計画

　浮力 タ ン ク の 大き さ，強度 ， 装着位置等を計画する に 当つ て 設定 された条件 お よび 装着に 附随す る問題 と し て

次の 事項があ る 。

　イ） 仮設固定台 40m 布設に 対 応 す る固定台後端は 潮位 OM の と ぎ 2．90M で あ り， 船首沈下は 無 い もの とす
る 。

　ロ ） 船首抱台最大支圧 力は 2，　100T 以内 と し，こ の 力は 既設船台に か か る よ 5に す る 。 す な わ ち船尾浮揚 ま

で の 走行距離は 70M 以内に押え る 。 また 仮設 固 定 台 に か か る 上 記支圧 力 は，1，500T 以内に押え る 。

　
ハ ） 進水重 量 の 約半分 を 浮カ タ ン ク で 支持す る の で 浮揚時 の 船体撓み が 過大 と ならない よ うタ ン ク 配置に 留

意する 。

　
二） タ ン ク に は 船体重量や船首抱台支 圧 力等 の 外力 をか けない 溝造とす る 。 ま た タ ン クは進水過程 に お い て
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損傷 を うけ る可能性もあ る の で それぞれ 2 区画 とする 。 また 製作が 容易な る ご と く形状は で きるだ け平面 で構成
され る こ と も考慮する 。

　ホ） タ ン ク 装着に よ る進水速力お よび進水時，進水後 の復元性の 検討を要する。

　
へ ） 取付け位置 は 進水台構造 と の 関連 を考慮し，且取付け作業，取 はずし作業の 容易な る こ とを要 す る 。

　すな わ ち浮力 タ ン ク の 大 きさ，形状，強度，装着位置は 上 記 の 諸条件 を満たす よ 5に 決定され た 。

　装着された 浮力 タ ン ク は 第 7 図 の ス ケ ッ チ に 示 され る よ うに 前後 に 大 型 1 ケ ずつ
， 左右に 2 ケ ず つ

， 計下 記 の

6 ケ で ある 。

　タ ン ク 名称　全没時排水量 × 数　第 4図 の マ
ー

ク

　　前部浮力タ ン ク　　 1
，
360T × 1   　　　後部　　　　　　　400T × 2  

　　前部予備浮力タ ン ク　　515Tx2   　　　　後部浮力 タ ン ク　　1，290Tx1  

　　　 全没時排水量計 ＝＝ 4，480T

第 4 図 浮 　力 　タ 　 ン 　ク

　進水直後に お ける船体浮揚時 の 平均 喫水を 4M 程度に す るに は 約 2
，
500T の 浮力を タ ン ク に よ り補 う必要が

あ り，しか も船尾浮揚の 位置，船首抱台支圧力が 制約 されれ ば必然的 に 浮力タ ン ク の 大体 の 大 きさと位置が明 ら
か と な る。 装着位置は進水台構造に支障の ない ように計画され，タ ン ク の 大 きさ は 単に 進水諸元を満足させ る の

み な らず タ ン ク 装着 の 結果予想 さ れ る船 の 安全上 の 問題 も慎重 に 検討 され た 。

　各浮力 タ ン ク の 役割カミ浮力を確保す る こ と に あ る の は 鞏 うまで もない が これをそれぞれ の タ ン ク に つ い て述べ

れば次の ご と くで ある 。

　  前部浮力 タ ン ク

　後部 タ ン ク の 装着に よ り生ず る 前 ト リ ム モ ーメ ン トを打消す こ と を主 目的 とす る 。 前部 タ ン ク の 取付位置は 船
首抱台 の 船首側 に あ るが船首沈下が 生ずれ ば本 タ ン ク を損傷す る恐れ が 十分考 え られ る の で 船首沈下 を零 とす る

こ と も考慮して 本 タ ン ク の 大 きさは 決定された 。

　な お船体浮揚時，こ の タ ン ク の 前端が 固定台に 接触 しな い よ うに 本 タ ン ク の 底面 は キ
ール 下 面 よ り 0．6M 上 方

に 取付けらtC且 タ ン ク の 前端に お い て 1．2M 切 り取 つ て あ る 。

　なお ス テ ム の 部分は 三角形に 切 り取 られ ，本船 と は 大型ブ ラ ケ ッ ト構造に よ り強固に 結合 され てい る 。

　  後部浮力タ ン ク

　後 の 浮力を増 し チ ッ ピ ン グ を防 止 し所定 の 船尾浮揚を得る こ とを主目的 とす る 。 こ の タ ン ク の 形状大 きさは進
水諸元 に最も大 ぎな影響を与え ま た進水速九 進水中の 方向安定性へ の 影響 も考慮された 。
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　本船建造船台は 固定台傾斜が比較的大き く，従 つ て 図tc示 す よ 」な箱型 の タ ン ク で も進水最大速力略 7 ノ ッ ト

の 確保覘 込 む こ と が で きた ・ 　 、　 　 、

　 本 タ ン ク の 底面 は キ ール ラ イ ン 上 100血 fnとし，舵の 部分は 細長 く切 り取られ且 ボ ン ネ ッ トの 部分は 凹 ま した

構造 と し，船体と の 結合 は 前部 タ ン ク 同様 ブ ラ ケ ッ ト結合 と し た 。

　     　前後部予備浮力タ ン ク

　
こ の両 タ ン クは そ の 大きさに お い て 創 ま限界に ある前後部浮力 タ ン ク の 浮力を補なうた め に緬 され た。

　前後部浮力 タ ン ク の 位置 ，船体の 重量分布よ り見 た船は サ グ状態に お か れ るが こ の 予備浮力タ ン ク の 装着に よ
りそ の 傾向を少 しで も緩和 しよ 5 と 云 5こ と も考慮され て い る 。

本船の勘 に お い て 臆 す べ き黼 首 抱 台が 仮錮 定台上皖 全 に剰 移つ 塒 点に お い て鰭 抱台の ftEh． ．S
・は 1・46°T と大き く肺 癬 力 タ ン ・ は 船舗 上に 位亂 て い る ・ とで あ る． ・ の と き タ ン ・ 底部購 体儺 角
5°に お い て ， 船台に 接触し破損する恐れが あ る 。

　船尾浮揚後 の 進 水 中 の 船体の 復元力は 理論的に は 浮 Oと船首抱台 2条の 反力 で 3点支持 と な り本船の 場合約
2°
°
　 L」上 隙 しな 畷 りそ噸 碓 に は IL 配ない ・ しか 吟 回 の 殿 雕 餓 そ の 設躑 後述する 諭 晦 中

作業で あ り且海底の 状態に も不確定要素が

少 な くない こ とな ど を勘案し て 例え仮設台　　　　　　　　　　落 力 タン フ 損 傷 時 殉 肋 択 態

の 片側が 崩壊 した と して もなお 前部浮力タ

ン ク の 損傷を 辛 5 じて防止 し得 る 鬣 の 傾 　 　 獅 尹噸 … 鷆 時

斜角度に 押え る こ と が 要求きれ る が 本 タ ン
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 室童1
ク の 装着 は こ の よ 5な目諭 ご 貢献す る よ う

に 計画され て い る 。

　本タ ン ク は 浮力効率 も加 味 し て 前後2 ケ　　　　　　　　　　　　as ： s’ss 　 t ：°’や

簫朧轡
醐 灘 接溶接

　 ＿ ＿ ，誘 漓
撫 資興

　進水後 にお け る各種 の 状態に つ い て 浮力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 全タ ン ク損傷時の 復元性能を 検討 した が こ れ

を第 5 図に 示す 。

　上記各 タ ン ク が浮力お よ び 浮力モ ー
メ ン

トに い か に作用す る か 計算 され た ダ イ ヤ グ

ラ ム を第 6図に 示す 。

　4−2 進　水　要　 目

　既述の よ うな進水諸元 の 検討 の 結果本船

の 進水計画は 下 記 の よ 5に 実施され た 。

　主 要寸法 は前記の 仮想進水計画 に 述べ た

もの と変りない o

計画潮位　　　　　　　　　 1．86M

進水総重量 （浮力 タ ン ク，ク レ

　　
ードル 含む）　　　　　　　 4，965T

進水総重量 の 重心 ； 蛮 G

　　（N よ り後方）　　　　　　　 正．73M

　　　　： KG （ベ ース ラ ィ ン 上 ） 7．23　M

船体浮揚時喫水

　 前部 （FP）

　 後部 （AP ）

　 平均

　 　｝リ ム

　船首抱台前端 （台 0．7M 含む）

先 ｝P冫客2 ，り全 面 微傷 時

d
ナ　；　 T．7自昏　　 た ：　4、25
tiec　 3　 a

”

Tq

ホベ 　 　噛 1

b ；聾di夕⊃7あ勅

　 　 　 M 　　　　　　　　　　　　　　
M

蒔 　　　只．r5 　　 北 と　 ；・6千
転 　　　x

”
Tg

d 隔　 　 4rq7

3．50M4

．11M3

．81MO

．61M4

，30M

岱

　　　　　　 df　t　 3・10 　　 k ： q6 羅

　　　　　　　　　ロ
　 　 　 　 　 　 d叺ミ φ，il
　　　　　　　　　M

　 　 　 　 　 　 dx ： 3．el

第 5 図 　浮 力 タ ン ク損傷 時 の 船体 の 状 態

船尾抱台後端 （　 〃　 ）

船尾浮揚時喫水，前部 （FP）

　　　　　　　　後部 （AP ）

船尾浮揚時 GM

船尾浮揚 ま で の 走行距離

　4．70M
− 1．20M

　 5．52M

　 O，60M

　 　61M
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各 謬カタ冫クが 三萼力 及 ガ う喜カ モ
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船体浮揚まで の走行距離　　　　　　　　　112M

船首抱台最大支圧力 （圧潰木材長緲 ．OM ）2
，
　090T

最 小反 チ ッ ピ ン グ モ ーメ ン F （船尾浮揚時）

　　　　　　　　　　　　　　　　 119，800T −M

発進力 （静摩擦係数 ＝・ ・O．・025）　　　　　　 2× 58T

静 的船首沈下 　　　　　　　　　　　　　　　な し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一

各 浮 力 タ ン ク が 浮力お よ び 浮力モ ーメ ン トに 及 ぼす 影響

進水台等の 要 目は 仮想計画 の場合に 略同様で あ る 。

　キ ール 初期傾斜　　　　　　　　　　47．2511，
000

　固定台傾斜　船首抱 台前 端 　　　　　 34．50／1，000

　　　　　　　固定台後端　　　　　　 84．8611
，
000

仮設固定台後端水深 （潮位 1，86M ）

　　　 tt　　 圧力

仮設固定台 に 対する最大荷重

据付時圧力 船首抱台前端

　　　　　　船尾抱台後端

　　　　　　平均

最大進水速力

平均

固定台キ ャ ン パ ー （曲率半径二2
，
330M ）

固定台長 さ　既設分

ー

ノ

冫

卜

客
力

宝

ま

　 4，76M

　 　 　 O

　 1，460T

60．5TIM2

32．9T ／M2

46．7T ／Ma

　 7．1kT

59．68！1，000

　 　 0．74M

　 87．30M

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

南 極 観 測 船 の 進 水 に つ い て 355

　　　　　　 仮設分　　　　　　　　　　　40．oeM 　　保巨具総数

　滑走台有効長 さ　　　　　　　　　　　　59．20M 　　滑走台下 ボール 総数 （全面 5 列）

　進水台間隔 （巾 900mm 台 × 2 条）　　　　 7．00M 　　据付時ボ ー
ル 1 ケ 当 り平均荷重

当所 1 号船台に 於け る 本船 の 据付図を 第 7 図に 示 す 。 進水曲線は 第 8 図 に 示す 。
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5　施工 上 の 諸問題

　．5−i 仮 設 固 定 台

仮設固定台 40m を い か な る構造にするか種 々 検討さ れ た が，第 9 図に示す如き鋼製の ガーダーを作 り，これ を

海底に 据付け た コ ン ク リー トブ ロ ッ ク で 支え る こ と に し た 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 9 図 水 巾 固 定 台

　鋼製ガ ーダー
の 強度 は 船首抱台支圧 力に対し若干の 安全率を と つ て 決定 し た 。 且局部荷重 に よ る 固定台軌条板

の 変形を防 ぐ目的 で 500mm おきに 補強材を取付け且 船首抱台支圧力の 特に火きい 船首部の 10m （こ の 部分は

既設船台の 上 に 乗 る）の 部 分 に は コ ン ク リー トを充嗔し てある 。

　仮殻固定台 と 既設 コ ン ク リ
ー

ト固定台 の 結合部 の 構造上 の 不 連続 を 避け る た め 軌条板同志 は 溶接 に よ り結合 し

た Q ヒ爾作業 ば 通常 の 潮位 で は 水中に 没 して い るの で 大瀬の 時期 に 1〜2 時間の 短時閲 の 間に 完了 し，且 こ の 附

近の ガ ーダー
と 固定台，船台 との 間隙に は 準備された 鋼製 ラ イ ラ ーを敷ぎつ め て ガ ーダー

の 局部沈下 の 防止 を 計

つ た6 こ めガ
ー
ダーは 地 上 で一体に 組立 て ，大型 フ 卩

一
テ ン グ ク レ ーン で 設置した。こ の ガ ーダ ーを 支持す る コ

ン ク リートブ 官 ッ ク は 重量 の 関係 で各々 上 下 3 段積と した 。 本 プ v ッ ク 据付け に 際 し こ の 部分 は あらか じめ 浚渫

を 行ない ，こ こ に鉱滓を敷きつ め て 10T の 重錘で つ きか た め を 行 なつ た σ
こ の 部分 の 海底 の 限界地耐力は短期

荷重で 15TIM2
・ 長期荷重 で 100TIM2 で 計画 された が 進水後の ガ

ーダー
沈下量測定 の 結果，仮設固定台後端で

22mm ・後端 よ り．
20，m 山 側で 40　mm の 台の 沈下があつ たが ・ これ ら の沈下は コ ン ク リートブ 卩 ツ ク の 沈下 と ガ

ーガーと コ ン ク リートブ ロ ッ ク 間 に つ め た木製盤木 の 変形量 の 合計 で あ り，海底の 地耐力は 略十分 で あつ た と考

えて い る 。 なお ガ ーダーと船台お よび 上記 ＝ ン ク リ　・一トブ 戸 ッ ク の 間に は木製盤木を敷きつ め 両者は ア ン カー
リ

ン グ お よび タ ーン パ
ッ ク ル を用い て 固着 した 。

　5廟2　盤木配 置 お よ び 進 水 台 構 造

　本船 は キ ール 巾 0・6M 以外に 平坦部が なく船底湾曲が著 しい 。 しか も船 の 長 さに 比 し オ
ーバ ー

ハ ン グ 量 船

体重量 と もに 大 で あ り，こ の よ うな船 は有効なる 盤困配置が困難で あ る o 本船で は キ ール 巾 0．6M に で ぎる だ け

多 くの 駒を配 し且 側盤木の 駒も有効 に 働 くよ う第 10 図 の ご とき構造 と した 。 側盤木は すべ て 井桁積型式 と し進

水台を鋏み両玄 4列と した 。

N 工工
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　配置盤木数は キ
ール 盤木駒数 118 ケ ，側盤木駒数 156 ケ （両玄で ）で あ り駒 1 ケ 当 り平均荷重 は 約 18T と な

る Q そ の 他 の ブ ロ ッ ク塔載過程 に お い て 随時仮 盤木，仮支柱を 使用 した 。

　本船の 滑走台の 有効長は 59，2M で あり船の 全長の 約 60％ で あ るが，船体形状の 関係か らこ れ以上 の 長さを

取 る こ とは で きない 。
こ の 時滑走台 の 受け る圧力は 重量が 梯形分布 と考え る と前端 で 約 60T ／Ma ， 後端に て約

33TIM2，平均 47TIM2 で あ り，こ の 値は従来 の 進水船に 比 し て約2 倍 の 大きい 数値で あ る 。

　船体 の 前部 オ ーバ ーハ ン グ は 182M （全長 の 182％）後部オ P−． 「一ハ ン グは 20．6M （全 長 の 20，6％）で あ

り，こ れ らの 苛酷な条件 の 下に 特 に 船首尾抱台構造は強固 に 丁 寧 に 施工 された の は 云 うま で もない 。

　5−3　前後部 浮力 タン ク取付，取はず し工 事

　前後部浮力 タ ン ク は 自重が そ れぞ れ 130丁前後あ りそ の 船体へ の 取付，取はず しは 下記 の ご と く実施され た 。

　前部 タ ン ク は船首部前方の 船台上 で組立 て を完了 し，コ ロ 引きに よ り所定位置 ま で 引き卸 し，次に ジ ャ ッ キ ア

ッ プ して 取付け た 。

　後部 の タ ン ク は ゲート開放後で なけれ ば 取付けが で きない の で 地上で 組立 て を 完了 して お き，こ れ を海上 に浮

揚せ しめ満潮時所定 の 位置 に 回航 し，海中に 準備 した ガ ーダーで
一

旦 受け前部 タ ン ク 同様 ジ ャ ッ キ ア ッ プ して船

体 へ の 取付けを 実施した 。

　取は ず しは ドッ ク に て 行な い ，入 渠後
一
時盤木に て タ ン ク を支持し船体取合の ブ ラ ケ ッ トを一部解体し半注水

し て タ ン ク を 浮揚せ し め 両 タ ン ク を引き抜き無事工 事 を完了 した 。

6　結 び

進水結果は 略計画通 りの 数値を記録 した Q

本船 の ご とき特異 な進水計 画 と そ の 実施 は わ れわ れ に 尊い 経験 を与えて くれ た が 通常 の 進水方式 の 計画 の 上 に

も稗益す る所が大 きか つ た と考え て い る 。

最後 に 本船の 計画，実施 に 当 り，常 に ご 理解 ご 指導を載い た 防衛庁関係諸官 に 厚 くお 礼申し上 げ ます 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


